
第２３３号 平成２５年（２０１３年）１１月１７日 （10）

将
来
を
見
通
す
的
確
な
財
政
運
営
を
図
れ
！

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

２４

国
庫
支
出
金
や
都
支
出
金
の
増
に
よ
っ
て
前

年
度
よ
り　

億
円
増
の
１
１
４
５
億
円
と
な

５６

り
、
歳
出
決
算
額
は
扶
助
費
の
増
や
投
資
的

経
費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ　

億
円

５９

増
の
１
１
２
５
億
円
と
な
っ
た
。
実
質
収
支

比
率
は
２
・
５
％
で
あ
り
４
年
連
続
で
３
％

を
下
回
っ
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率
は
過
去

　

年
間
で
は
最
高
の　

・
５
％
で
特
別
区
平

１０

９３

均
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
各
種
財
政
指
標
が

示
す
よ
う
に
年
々
財
政
構
造
の
弾
力
性
が
低

下
傾
向
に
あ
り
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　

歳
出
で
は
我
が
会
派
と
し
て
要
望
し
て
き

た
中
野
駅
地
区
第
１
期
整
備
や
特
別
支
援
学

級
の
整
備
、
予
防
接
種
費
用
の
助
成
、
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
区
民
生
活
の
安
全
・
安

心
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　

公
債
費
比
率
は　

・
２
％
で
特
別
区
平
均

１６

を
大
き
く
上
回
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
も

更
に
厳
し
い
財
政
状
況
を
示
す
為
、
今
後
の

起
債
に
は
よ
り
慎
重
さ
が
必
要
と
な
る
。

　

不
用
額
は　

億
２
千
万
円
余
で
事
業
執
行

４３

の
中
で
積
算
や
当
初
計
画
の
甘
さ
が
露
呈
し

た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
、
改
善
を
求
め
る
と

共
に
、
事
業
見
直
し
で
は
７
億
３
千
６
百
万

円
余
の
財
政
効
果
を
見
込
む
一
方
で
、
福
祉

関
連
を
始
め
削
減
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
事
業
も
あ
る
為
、
区
民
生
活
の
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

今
後
の
財
政
運
営
上
、
更
な
る
歳
入
確
保

と
効
率
的
・
効
果
的
な
歳
出
抑
制
を
図
る
と

共
に
着
実
な
区
政
執
行
が
求
め
ら
れ
る
。

持
続
可
能
で
体
力
あ
る
区
財
政
の
構
築
を

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
歳
入
決
算
額
は
１

２４

１
４
５
億
円
、
歳
出
決
算
額
は
１
１
２
５
億

円
で
歳
入
、
歳
出
と
も
に
昨
年
度
と
比
べ
増

と
な
り
ま
し
た
。　

年
度
よ
り
財
政
調
整
基

２３

金
の
取
り
崩
し
額
が
積
立
額
を
上
回
っ
て
お

り
、
ま
た
各
種
財
政
指
標
の
状
況
も　

区
平

２３

均
と
比
べ
る
と
厳
し
い
数
値
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
、
不
断
の
歳

入
確
保
と
歳
出
の
見
直
し
を
行
い
、
持
続
可

能
で
体
力
あ
る
区
財
政
の
構
築
を
目
指
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

個
別
の
施
策
で
は
中
野
区
産
業
振
興
・
都

市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
振
興
の
強
化
、

区
役
所
１
階
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
総
合
窓
口
の

改
善
、
区
の
収
入
の
根
幹
を
支
え
る
特
別
区

民
税
な
ど
主
要
３
債
権
の
収
納
強
化
は
高
く

評
価
し
ま
す
。
待
機
児
の
解
消
と
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
も
評
価
し
ま
す
が
、
保

育
需
要
の
増
大
に
追
い
付
け
な
い
の
が
現
状

で
、
機
動
的
で
柔
軟
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
中
野
区
立
小
中
学
校
再
編
計
画
（
第
二

次
）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
校
教
育
法

学
校
設
置
基
準
を
下
回
る
学
校
が
散
見
さ
れ

る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
一
層
の
教
育
環
境

の
改
善
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

民
主
党
政
権
時
に
創
設
さ
れ
た
、
よ
り
自

由
度
が
高
く
、
創
意
工
夫
が
活
か
せ
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
積
極
的
活
用
を
求

め
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
施
策
全

般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、

早
急
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策

定
す
る
事
を
要
望
し
ま
す
。

経
済
活
性
と
区
民
所
得
向
上
で
歳
入
確
保
を

み
ん
な
の
党

　

平
成　

年
度
の
歳
入
総
額
は
１
１
４
５
億

２４

円
余
、
歳
出
総
額
は
１
１
２
５
億
円
余
と
な

り
、
職
員
２
０
０
０
人
体
制
に
向
か
う
中
、

人
件
費
は　

億
円
余
の
減
と
な
り
つ
つ
も
、

１１

主
に
生
活
保
護
費
や
自
立
支
援
給
付
費
、
中

野
四
季
の
森
公
園
拡
張
用
地
取
得
費
と
、
そ

の
特
定
財
源
の
増
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
と

も
増
と
な
っ
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
区
の
主
要
な
積
立
金
で

２３

あ
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
額
が
積
立

額
を
上
回
り
、
依
然
、
区
財
政
の
非
常
事
態

と
い
う
状
態
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
四

季
の 
都  
市 
を
中
心
と
し
た
企
業
・
大
学
誘
致

ま 

ち

や
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
、
都
市
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
済
政

策
投
資
を
長
期
的
展
望
を
も
ち
推
進
し
始
め

て
お
り
、
国
や
都
の
施
策
と
も
良
い
経
済
相

乗
効
果
を
生
ん
で
ほ
し
い
。
行
政
の
効
率
化

を
促
進
す
る
と
共
に
、
区
の
主
要
な
財
源
で

あ
る
特
別
区
税
と
特
別
区
財
政
調
整
交
付
金

の
向
上
等
が
歳
入
の
面
で
重
要
で
あ
り
、
区

民
の
所
得
向
上
と
、
中
野
が
区
外
の
人
達
に

も
求
め
ら
れ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

現
在
、
中
野
区
の
納
税
者
一
人
当
た
り
所

得
額
は
平
成　

年
度
３
７
２
万
１
千
円
と　

２４

２３

区
平
均
４
１
１
万
２
千
円
に
比
べ
て
低
い
。

個
人
の
所
得
と
区
の
財
政
の
健
全
化
に
は
密

接
な
関
係
が
あ
る
以
上
、
区
民
所
得
の
向
上

を
根
本
に
据
え
、
地
域
経
済
活
性
化
を
推
し

進
め
て
い
く
事
を
強
く
求
め
、
同
時
に
産
学

公
民
連
携
に
よ
る
新
し
い
形
で
の
高
品
質
な

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
強
く
求
め
た
い
。

虚
構
の
財
政
難
―
区
民
生
活
を
守
れ

日
本
共
産
党
議
員
団

　

２
０
１
２
年
度
は
一
般
財
源
充
当
額
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
に
事
業
見
直
し
の
名
で
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
削
減
や
、
入
浴
困
難
高
齢

者
支
援
入
浴
の
廃
止
、
就
学
援
助
基
準
の
引

き
下
げ
、
法
外
援
護
の
一
部
廃
止
な
ど
、
福

祉
・
教
育
に
係
わ
る
事
業
の
削
減
・
廃
止
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
は
当
初
予
算
で　

億
円
と
し
な
が
ら
、　

５７

１５

億
円
で
済
ま
せ
、
逆
に
、
財
調
基
金
に　

億
１０

円
の
積
立
て
を
行
い
、
基
金
残
高
は
１
９
９

億
円
余
に
、
基
金
全
体
の
残
高
は
４
４
１
億

円
超
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
区
交
付
金
等
の
歳
入
は
少
な
く
見
積

も
り
、
歳
出
で
は
、「
執
行
上
の
工
夫
」、「
見

込
み
違
い
」
だ
と
、
当
初
の
予
算
積
算
が
適

切
に
行
わ
れ
た
の
か
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
事

業
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
年
度
も
多
額
の
不
用

額
を
出
し
て
い
ま
す
。
結
果
、
実
質
収
支
を

妥
当
な
と
こ
ろ
に
お
さ
め
、
翌
年
度
の
積
立

に
ま
わ
す
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
に
直
結
す
る
福
祉
や
教
育
等
の
事
業
を

削
る
理
由
は 
破  
綻 
し
て
い
ま
す
。

は 
た
ん

　

一
方
、
開
発
関
連
事
業
は
見
直
す
こ
と
も

な
く
予
算
化
さ
れ
執
行
を
し
て
い
ま
す
。
区

で
は
職
員
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
開

発
関
連
に
は
手
厚
い
人
的
配
置
が
と
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

国
保
・
後
期
高
齢
者
・
介
護
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
保
険
料
の
値
上
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
い
る
世
帯
に
と

っ
て
は
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
で
す
。
生
活
の
厳

し
い
下
で
の
負
担
増
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

財
政
指
標
を
改
善
し
、
区
政
発
展
に
努
め
よ

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、
実
質

２４

単
年
度
収
支
が
２
年
連
続
で
赤
字
と
な
り
、

経
常
収
支
比
率
や
公
債
費
比
率
等
の
財
政
指

標
が
一
段
と
高
ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

財
政
指
標
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

統
計
処
理
上
の
影
響
を
除
く
と
、
財
政
の
健

全
性
は
担
保
さ
れ
て
お
り
、
中
長
期
的
な
財

政
運
営
は
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
だ
が
、
統
計
処
理
上
の
影
響
で
あ
れ
、

財
政
指
標
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
、
今

し
ん 
し

後
、
財
政
危
機
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
指
標
抑
制
を

意
識
し
た
堅
実
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

　

厳
し
い
財
政
下
に
お
い
て
も
、
中
野
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
や
防
災
公
園
整
備
な
ど
、
ま

ち
の
安
全
性
や
に
ぎ
わ
い
向
上
、
魅
力
発
信

に 
繋 
が
る
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、
中
野
の

つ
な

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
一
方
で
、
増
え
続
け
る
扶
助
費
へ
の
対

応
、
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
、
小
中
学
校
宿
泊
事
業

な
ど
、
十
分
と
は
言
え
な
い
事
業
も
散
見
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
職
員
数
削
減
に
伴
い
拡
大

し
て
き
た
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
区
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
十

分
な
精
査
と
進
行
管
理
を
徹
底
す
べ
き
だ
。

　

今
後
と
も
、
決
算
数
値
や
財
政
指
標
の
分

析
を
進
め
、
そ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
区

民
福
祉
の
向
上
と
区
政
の
発
展
に
結
び
付
け

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

平成24年度決算に対す平成24年度決算に対するる

各会各会派派のの
見見 解解


